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火山研究の人材について

火山観測研究者の年齢構成
（大学）

・火山観測研究者は約80名と少ない。
・50歳代以上の研究者は多いが、30歳代以下の若手の研究者が少ない。

火山観測研究者数*
[人]

* 火山観測点の維持・管理にも携わりながら、火山噴火研究
を実施している研究者（火山観測研究者）。
「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画の推進に
ついて（建議）」の実施機関に所属する火山観測研究者の総数

※大学の研究者は、教授・准教授・講師・助教・
任期付き研究員を含む。大学院生は含まない

[人]

[年齢]

大学の研究者４７名の年齢別人数。このほか、大学院
生は20歳代に７人、40歳代に１名。
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（計47人）

参考資料２
次世代火山研究・人材育成総合プロジェクト

総合協議会（第１回） Ｈ２８．１１．２９

平成26年11月
測地学分科会地震火山部会（第20回）資料
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火山観測研究者

81人*

その他機関

34名

大学
47名



火山関係学科の学生動向

主要大学（東京大学、京都大学など、地震火山観測研究計画の実施機関１１大学）において主に
火山研究をしていた大学院生※は、概ね30～40人と少ない状況で推移している。
（※火山噴火予知計画に参加していない大学院生を一部を含んでいる。）
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修士課程在籍者

博士課程在籍者

主要大学における主に火山研究をしていた大学院生数の推移

[年度]

平成27年4月時点

平成26年11月
測地学分科会地震火山部会（第20回）資料


